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調査時期：2017 年 6 月～8 月 
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「父親との信頼関係」と「父親との心理的分離」の高－低から４類型に類型化する（図 1、表 2）。 
 
 
















表 2 4 類型の特徴 
依存葛藤型 
（「信頼」低×「分離」低）    父親との間に信頼関係を築かずに心理的には分離していない 
関係疎型 
（「信頼」低×「分離」高）    父親との間に信頼関係を築かずに心理的には分離している 
密着型 
（「信頼」高×「分離」低）    父親との間に信頼関係を築いているが心理的に分離していない 
自立型 
















表 3 回答者の年齢 
 
表 4 回答者の属性 
属性 学生 会社員 その他 計 




娘関係を類型化した。以下に、14 名の協力者（A～N）の分布を示す（図 2）。 
 
図 2 回答者および協力者の分布 
 
 
年齢 ～20 歳 21 歳 22 歳 23 歳 24 歳 25 歳 26 歳 27 歳 28 歳 29 歳 30 歳 計 
人数 47 21 8 15 16 9 3 3 1 4 3 130 
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 調査時期：2017 年 7 月～10 月 
調査協力者：14 名の協力者についての属性を以下に示す（表 5）。 
 
表 5 調査協力者の属性 
 類型 年齢 職業 父母の属性 
A 依存葛藤 20 代 学生 父：60 代、会社員 
母：50 代、会社員 
B 依存葛藤 20 代 会社員 父：70 代、自営業 
母：50 代、専業主婦 
C 依存葛藤 20 代 会社員 父：50 代、自営業 
母：50 代、専業主婦 
D 疎 20 代 会社員 父：60 代、自営業 
母：60 代、専業主婦 
E 疎 30 代 会社員 父：60 代、会社員 
母：60 代、パート 
F 疎 20 代 会社員 父：50 代、会社員 
母：50 代、パート 
G 疎 20 代 会社員 父：50 代、会社員 
母：40 代、会社員 
H 密着 20 代 会社員 父：60 代、会社員 
母：60 代、専業主婦 
青年期女性における父娘関係および父親イメージに関する質的研究 
－ 195 － 
I 密着 20 代 学生 父：40 代、会社員 
母：40 代、専業主婦 
J 密着 20 代 学生 父：50 代、公務員 
母：50 代、専業主婦 
K 密着 20 代 学生 父：50 代、自営業 
母：50 代、専業主婦 
L 自立 20 代 学生 父：40 代、会社員 
母：40 代、会社員 
M 自立 20 代 学生 父：60 代、会社員 
母：60 代、パート 
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２．分析方法 
 




































型」である N さんのストーリーラインのみを記載する。 
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察を加える。「関係疎型」は、関係の特徴により 2 分化することとした。 
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 また F、G さんは、父親が母親に対して行った、ある行為を目撃したことにより、母親の父親嫌悪
に共感し、母娘間で父親の愚痴を言い合っている。D、E さんとは対照的に、自然に母親感覚に同化
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検査時期：2017 年 7 月～10 月。インタビュー調査後、同環境にて TAT を実施した。 
検査協力者：研究Ⅱの協力者 14 名に実施した。 
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表 9 各類型の父親イメージ 
類型 父親イメージ 











































































































TAT では、距離をとりたい対象としての父親イメージが、4 名すべての娘に見出されている。 
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